
■使用評価マニュアル： ■使用評価ソフト：

1-1　建物概要 1-2　外観
建物名称 相模原市営南台団地２号棟 階数 地上6Ｆ

建設地 相模原市南区南台４丁目４８２６番９号 構造 RC造

用途地域 第２種住居地域、第１種中高層住居専用地域 平均居住人員 130人

気候区分 地域区分Ⅳ 年間使用時間 8,760時間/年

建物用途  集合住宅, 評価の段階 実施設計段階評価時間/年

竣工年 予定 評価の実施日 2014年3月20日

敷地面積 1,989㎡ 作成者 株式会社大建設計

建築面積 771㎡ 確認日 2014年3月22日

延床面積 4,005㎡ 確認者 株式会社大建設計

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート） 2-2 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート） 2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

0.8

標準計算

2-4　中項目の評価（バーチャート）
Q　環境品質 Qのスコア= 2.6

Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）
2.6 2.5 2.8

CASBEE-新築（簡易版）2010年版 CASBEE-NCb_2010(v.1.8)

2016年3月

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般
的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安で
示したものです
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S: ★★★★★ A: ★★★★ B+: ★★★ B-: ★★ C: ★

Q3のスコア=Q2のスコア=Q1のスコア=

BEE = 

①参照値

（kg-CO2/年・㎡）

30%: ☆☆☆☆☆ 60%: ☆☆☆☆ 80%: ☆☆☆100%: ☆☆ 100%超: ☆

（ kg-CO2/年・m
2 ）

②建築物の取組み

③上記+②以外の
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LR　環境負荷低減性 LRのスコア= 3.0
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

3.1 2.8 3.1

3　設計上の配慮事項
総合 その他

 Q1 室内環境  Q2 サービス性能  Q3 室外環境（敷地内）

 LR1 エネルギー  LR2 資源・マテリアル  LR3 敷地外環境
・ 近隣住宅地への日影の影響を少なくするため、住棟の位
置を微調整し、ある部分は住棟の間口寸法を調整するなど

して各住棟の採光を確保しながら最善の案を模索した。

・各住棟は、６～８階の住棟とし、基調色としてグレージュ

みの白及び妻壁にアクセントカラーの濃いベージュを統一と

する。また、外廊下の手摺壁にはコンクリート型枠の模様パ

ターンを用いて変化を与え、マッシブな量塊感を和らげるデ

ザインとした。

・４つの住棟に与えるシンボルカラーは街並みや住宅街の環

境との調和を意識して日本の伝統色から、やわらかみのある

優しい色彩を選択した。

・前面道路の歩道に対して、歩行者通路幅が２ｍになる様

に、歩道状空地を整備し、併せて歩道に沿う様にグリーン

ベルトとなる緑地帯を設け植栽を行い、街区へ潤いを与え

る計画とする。

・誰もが安心して生活できる街区の形成

・歩行者用街路の整備と、それに連動する４つのコミュニティエリアの配置

・高齢化社会に配慮した高齢者住宅及び支援施設の整備

・周辺の住環境に配慮した良質な住環境を確保する配棟計画

・集会所はボールト屋根とし、地域活動支援センターに

は、曲面を用いた平面形及び壁面の仕上げに他と差異感の

あるタイル素材を用い、福祉施設のかまえを形成し、機能

を表すわかりやすい表現とした。

・内装仕上げ材は全て規制対象外Ｆ（☆☆☆☆）としてい

る。

・住戸の半数近くがシルバーハウジング・身障者の住戸なの

で、建物全体に対してユニバーサルデザインに配慮した計画

を行う。　　・障害者住宅は車いすでアクセスしやすいよう

１階に配置。

・地域の中での街区を意識した施設（集会所や社会福祉施

設）づくりやグリーンベルト、歩道の整備

・ 住棟のセットバック部分を無くし、そこをコモンスペー
スの芝生広場とした。
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音環境 機能性 生物環境

非再生材料の

耐用性 対応性 まちなみ 地域性・

LR3のスコア=LR2のスコア=LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensive Assessment System for Built Environment Efficiency（建築環境総合性能評価システム）

■Q: Quality（建築物の環境品質）、L: Load （建築物の環境負荷）、LR: Load Reduction （建築物の環境負荷低減性）、BEE: Building Environmental Efficiency （建築物の環境効率）
■「ライフサイクルCO2」とは、建築物の部材生産・建設から運用、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量を、建築物の寿命年数で除した年間二酸化炭素排出量のこと

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、Q2、LR1、LR2中の建築物の寿命、省エネルギー、省資源などの項目の評価結果から自動的に算出される

温熱環境 光･視環境 空気質環境

汚染物質
建物の 自然エネ 設備システ 効率的

地球温暖化 地域環境 周辺環境

N.
A.


